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要        約 

 

令和 5年 10月 11日に開催されたブリの第 1回資源管理方針に関する検討会（ステークホ

ルダー会合）での議論を経て、水産庁より依頼された“ブリの若齢魚を獲り控えた場合の資

源評価上の試算”について検討した。将来予測において、漁獲管理規則案（β=0.95）に基づ

き算出される漁獲量の総量を変えずに、0 歳（後期）の漁獲係数を 10%、30%、50%削減し

た場合、および 0歳（後期）と 1歳の漁獲係数をそれぞれ 10%、30%、50%削減した場合を

検討した。若齢魚を獲り控えないシナリオ（ベースケース）と獲り控えを考慮したシナリ

オを比較すると、獲り控えを実施することでベースケースに対して 1～2 年早期に 50%以上

の確率で SBmsy を上回ると予測された。親魚量は 2027 年にはすべてのシナリオにおいて

ベースケースを上回ると予測された。一方で、漁獲量は 2025 年にはすべてのシナリオでベ

ースケースを上回ると予測された。また、これらの結果をベースケースと比較し、パフォ

ーマンス評価を行った。その結果、β = 0.95 のとき、獲り控えを考慮したすべてのシナリオ

のパフォーマンスは、10年後に親魚量が SBmsyを上回る確率およびリスク評価のいずれに

おいてもベースケースと比べても資源管理上のリスクは変わらないと判断された。 
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はじめに 

水産庁からの依頼への対応として、以下の項目について検討した。 

 

  

ブリについて、0 歳（後期）～1 歳魚に対して獲り控えを実施した場合を試算する。0

歳（後期）の漁獲係数を 10％、30％、50％削減した場合、および 0 歳（後期）～1 歳の

漁獲係数を 10％、30％、50％削減した場合の漁獲管理規則（β=0.95）に基づく将来予測

を実施する。以上の将来予測シナリオを整理すると、以下の７通りとなる。 

 

ベースケース（S0）: 0 歳（後期）魚および 1 歳魚の漁獲係数を削減しない将来予測 

シナリオ 1（S1）: 0 歳（後期）魚の漁獲係数を 10％削減した場合の将来予測 

シナリオ 2（S2）: 0 歳（後期）魚の漁獲係数を 30％削減した場合の将来予測 

シナリオ 3（S3）: 0 歳（後期）魚の漁獲係数を 50％削減した場合の将来予測 

シナリオ 4（S4）: 0歳（後期）魚および 1歳魚の漁獲係数を 10％削減した場合の将来予

測 

シナリオ 5（S5）: 0歳（後期）魚および 1歳魚の漁獲係数を 30％削減した場合の将来予

測 

シナリオ 6（S6）: 0歳（後期）魚および 1歳魚の漁獲係数を 50％削減した場合の将来予

測 

 

なお、令和 5年度資源評価報告書（倉島ほか 2024）で公表済みの資源評価データを利用

する。また、上記の漁獲管理規則案で用いる SBmsy、SBlimit および SBban は令和 3 年

度研究機関会議報告書（古川ほか 2021）で提案した値に基づく。 
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1. 背景 

現状のブリの漁獲圧は若齢魚で高い傾向にあり、令和 3 年 12 月 8 日に開催された研究機

関会議において提案された目標とする親魚量（SBmsy：22.2 万トン）を達成するためには

ブリへの漁獲圧を削減し、0、1 歳の生き残りを増やすことが方策の一つとして挙げられる

（倉島ほか 2024）。また、令和 5年 10 月 11 日に開催されたブリの第 1 回資源管理方針に関

する検討会（ステークホルダー会合）において、若齢魚の獲り控え効果に関する議論があ

った（資源管理部管理調整課 2023）。この議論を踏まえ、漁獲する総量は変えずに 0歳（後

期）から 1 歳の若齢魚を獲り控えた場合の将来予測の試算を水産庁より依頼された（巻末

資料）。本ドキュメントでは令和 5 年度資源評価結果（倉島ほか 2024）に基づき、0 歳（後

期）から 1 歳の若齢魚の漁獲圧を削減した場合の将来予測を行った。 

 

2. 方法 

本種の令和 5 年度資源解析結果（倉島ほか 2024）を用いて、漁獲の総量は変えずに、漁

獲管理規則案に基づく漁獲係数から 0 歳（後期）の漁獲係数を 10%、30%、50%、0 歳（後

期）および 1歳の漁獲係数を 10%、30%、50%削減した漁獲係数をシナリオごとに求め、将

来予測を実施した。 

将来の漁獲係数は、以下の手順で求めた。まず、漁獲管理規則案に基づき y 年 a 歳の漁

獲係数𝐹௔,௬を次の式から計算する。 

 

𝐹௔,௬ = 𝛾௬𝛽𝑠௔𝐹msy (1) 

 

ここで Fmsy は MSY を達成する漁獲係数、𝛾௬は親魚量が限界管理基準値案を下回った場合

に回復を速めるために y 年の親魚量に応じて変える係数、β は調整係数（令和 5（2023）年

度漁獲管理規則および ABC 算定のための基本指針）、および𝑠௔は a 歳の選択率である。次

に𝐹௔,௬をもとに、獲り控えた後の漁獲係数𝐹′௔,௬を以下の式から求めた。 

 

𝐹௔,௬
ᇱ = ቐ

𝐹௔,௬      (𝑎 = 0)

𝐹௔,௬ × ൫1 − 𝑑𝑜𝑤𝑛௬௢௨௡௚൯

𝐹௔,௬ × (1 + 𝑢𝑝௔ௗ௨௟௧)      (𝐴 ≤ 𝑎)

  (0.5 ≤ 𝑎 < 𝐴) (2) 

 

ここで𝐴は獲り控えの対象にならない高齢魚の最小年齢、𝑎 = 0は 0 歳（モジャコ期）、𝑎 =

0.5は 0 歳（後期）、𝑑𝑜𝑤𝑛௬௢௨௡௚は若齢魚の漁獲係数の削減率(0<𝑑𝑜𝑤𝑛௬௢௨௡௚≤1)、𝑢𝑝௔ௗ௨௟௧は高

齢魚の漁獲係数の増加率(0<𝑢𝑝௔ௗ௨௟௧ )を示す。高齢魚の増加率𝑢𝑝௔ௗ௨௟௧は、年ごと・シミュレ

ーションごとの漁獲係数𝐹௔,௬
ᇱ で漁獲した場合の総漁獲量と漁獲管理規則案に基づいて漁獲

係数𝐹௔,௬で漁獲した場合の総漁獲量が一致するような値を最適化により求めた。なお、若

齢魚の削減率𝑑𝑜𝑤𝑛௬௢௨௡௚と A はシナリオごとに与えられた数値を用いた（表 1）。この時、

若齢魚の獲り控えシナリオでは0.5 ≤ 𝑎 < 𝐴の漁獲係数が削減されるため、𝑢𝑝௔ௗ௨௟௧はその分

を埋め合わせるために必ず正の値をとることになる。高齢魚の範囲は 0 歳（後期）のみを

獲り控える場合（S1～S3）は 1歳以上（𝐴 = 1）、0歳（後期）および 1歳魚を獲り控える場

合（S4～S6）は 2 歳以上（𝐴 = 2）とした。なお、0 歳（モジャコ期）の漁獲係数は現状を
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維持した。若齢魚の漁獲係数は一律に削減されているため若齢魚の削減率はすべての年で

一定だが、高齢魚の漁獲係数は若齢魚の獲り控えた分を補償するような増加率を年ごとに

計算しているため、すべての年およびシナリオで高齢魚の増加率は異なる。 

水産庁の依頼に基づき β が 0.95 の漁獲管理規則案の下で将来予測を実施し、将来の親魚

量や漁獲量の動向についてシナリオ間で比較した。なお、漁獲管理規則案で用いる SBmsy、

SBlimitおよび SBbanは令和 3年度研究機関会議報告書（古川ほか 2021）で提案した値に基

づく。また、漁獲量に関するパフォーマンス指標として、平均年変動（AAV: annual average 

variation）、平均減少率（ADR: average depletion ratio）、最大減少率（MDR: maximum 

depletion ratio）、最低漁獲量（MinC: minimum catch）も計算した。 

 

3. 結果 

0歳（後期）魚および 1歳魚の獲り控えを実施しない場合（ベースケース、S0）および獲

り控えシナリオ（S1～S6）における将来の漁獲係数の削減率、平均増加率および年齢別漁

獲係数を表 1に示した。ベースケースの漁獲係数は 1歳で最も高く、0歳（後期）のみを獲

り控えるシナリオ（S1～S3）および 0 歳（後期）・1 歳を 10%削減するシナリオ（S4）にお

いても 1 歳が最も高い漁獲係数であった。一方で 0 歳（後期）・1 歳魚を 30%以上獲り控え

るシナリオ（S5および S6）では 2歳、3+歳の漁獲係数が最も高くなった。また、若齢取り

控えのシナリオ（S1～S6）による将来予測の各年で実際に計算された若齢魚と高齢魚の漁

獲係数の削減率と増加率（図 1）では、高齢魚の漁獲係数の増加率は年齢組成の変化によ

り毎年異なる値をとることが確認された。特に、2 歳・3+歳の増加率が最も高くなったシ

ナリオ S5と S6では年によってはベースケースの 1.5以上の非常に大きな増加率が出現する

ようなケースが生じることが示された。 

ベースケース（S0）の将来予測結果は表 2 および補足表 1 に示した。β が 0.95 の漁獲管

理規則案の下では、将来の親魚量が SBmsyを上回る確率は 2029年で 50%を上回り、67%と

予測された。10年後（2034年）のSBmsyを上回る確率は 75%、平均親魚量は 23.9万トン、

平均漁獲量は 12.9 万トンとなった。 

0 歳（後期）魚の漁獲係数を 10%削減した場合（S1）の将来予測結果は表 2 および補足

表 2 に示した。β が 0.95 の漁獲管理規則案の下では、将来の親魚量が SBmsy を上回る確率

は 2028 年で 50%を上回り、53%となった。10 年後（2034 年）の SBmsy を上回る確率は

82%、平均親魚量は 24.4 万トン、平均漁獲量は 13.2 万トンとなった。 

0 歳（後期）魚の漁獲係数を 30%削減した場合（S2）の将来予測結果は表 2 および補足

表 3 に示した。β が 0.95 の漁獲管理規則案の下では、将来の親魚量が SBmsy を上回る確率

は 2028 年で 50%を上回り、64%となった。10 年後（2034 年）の SBmsy を上回る確率は

91%、平均親魚量は 25.4 万トン、平均漁獲量は 13.8 万トンとなった。 

0 歳（後期）魚の漁獲係数を 50%削減した場合（S3）の将来予測結果は表 2 および補足

表 4 に示した。β が 0.95 の漁獲管理規則案の下では、将来の親魚量が SBmsy を上回る確率

は 2028 年で 50%を上回り、74%となった。10 年後（2034 年）の SBmsy を上回る確率は

95%、平均親魚量は 26.3 万トン、平均漁獲量は 14.4 万トンとなった。 

0 歳（後期）魚および 1歳魚の漁獲係数を 10%削減した場合（S4）の将来予測結果は表 2

および補足表 5 に示した。β が 0.95 の漁獲管理規則案の下では、将来の親魚量が SBmsy を
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上回る確率は 2028 年で 50%を上回り、64%となった。10 年後（2034 年）の SBmsy を上回

る確率は 88%、平均親魚量は 24.9 万トン、平均漁獲量は 13.4 万トンとなった。 

0 歳（後期）魚および 1歳魚の漁獲係数を 30%削減した場合（S5）の将来予測結果は表 2

および補足表 6 に示した。β が 0.95 の漁獲管理規則案の下では、将来の親魚量が SBmsy を

上回る確率は 2027 年で 50%を上回り、53%となった。10 年後（2034 年）の SBmsy を上回

る確率は 97%、平均親魚量は 27.1 万トン、平均漁獲量は 14.3 万トンとなった。 

0 歳（後期）魚および 1歳魚の漁獲係数を 50%削減した場合（S6）の将来予測結果は表 2

および補足表 7 に示した。β が 0.95 の漁獲管理規則案の下では、将来の親魚量が SBmsy を

上回る確率は 2027 年で 50%を上回り、75%となった。10 年後（2034 年）の SBmsy を上回

る確率は 99%、平均親魚量は 29.2 万トン、平均漁獲量は 15.3 万トンとなった。 

ベースケースと若齢魚の獲り控えを考慮したシナリオを比較すると、獲り控えにより

SBmsy を上回る確率が 50%以上となるまでの期間が短くなり、S1～S4 で 1 年、S5 と S6 で

2 年早かった。若齢魚の獲り控えにより、平均親魚量は 2027 年以降のすべてのシナリオで

ベースケースを上回ると予測された（図 2）。漁獲量について見ると、2024 年ではすべての

シナリオでの平均漁獲量は等しくなったが、2025 年以降では若齢魚を獲り控えたシナリオ

の漁獲量がベースケースを上回った。これは、若齢魚獲り控えのシナリオにお て、若齢

魚を獲り控えなかった場合の漁獲量に合わせるように高齢魚の漁獲係数を引き上げたが、

若齢魚獲り控えにより生き残りの高齢魚が増えたためである。なお、各シナリオの将来の

年齢別漁獲量および資源量の推移を補足図 1 および 2 に示した。 

漁獲管理規則案（β = 0.95）の下でのパフォーマンス評価を行った結果（表 3）、10 年間

に親魚量が一度でも限界管理基準値案または禁漁水準案を下回る確率、および漁獲量が半

減する確率は、いずれのシナリオにおいても 0%であった。管理開始 1 年目の平均漁獲量は、

ベースケースの 8.3 万トンと同値であった。一方で、管理開始 2～5 年目の平均漁獲量は、

ベースケースの 11.3 万トンより 0.2 万～2.1 万トン多い 11.5 万～13.4 万トン、管理開始 6～

10 年目の平均漁獲量もベースケースの 12.9 万トンより 0.3 万～2.5 万トン多い 13.2万～15.4

万トンであった。管理開始 5 年後の平均親魚量はベースケースの 23.4 万トンより 0.5 万～

7.6 万トン多い 24.0 万～31.0 万トン、10 年後の平均親魚量はベースケースの 23.9 万トンよ

り 0.5万～5.3万トン多い 24.4万～29.2万トンであった。管理期間の 10年間に予測される漁

獲量変動の指標である平均年変動はベースケース（8.7%）を上回る 9.0～11.3%、平均減少

率ベースケース（9.5%）と同値もしくは僅かに下回る 9.2～9.5%、最大減少率と最低漁獲

量は、ベースケースの 21.5%および 8.3 万トンと同値であった。なお、β を 0.7～1.0 の範囲

で変化させた場合のパフォーマンス評価の結果は補足表 8 に示した。 
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図 1. 各シナリオの将来予測に用いた年齢別漁獲係数のベースケースとの比白丸は平均値、

箱は 50%区間、箱内横線は中央値、縦線は最小および最大区間、黒丸は外れ値を示す。 
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図 2. 各シナリオの平均親魚量（上段）および平均漁獲量（下段）の将来予測結果の比較 

親魚量の図の緑破線は目標管理基準値案、黄一点鎖線は限界管理基準値案、赤点線は

禁漁水準案を示す。漁獲量の図の破線は最大持続生産量（MSY）を示す。 
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表 1. 各シナリオにおける削減率、平均増加率および平均年齢別漁獲係数 

 

0歳
（モジャコ期）

0歳
（後期）

1歳 2歳 3＋歳 0歳
（モジャコ期）

0歳
（後期）

1歳 2歳 3＋歳 0歳
（モジャコ期）

0歳
（後期）

1歳 2歳 3＋歳

S0 - - - - - - - - - - 0.11 0.49 0.51 0.37 0.37

S1 - 10% - - - - - 2% 2% 2% 0.11 0.44 0.52 0.38 0.38

S2 - 30% - - - - - 6% 6% 6% 0.11 0.34 0.54 0.40 0.40

S3 - 50% - - - - - 10% 10% 10% 0.11 0.24 0.56 0.41 0.41

S4 - 10% 10% - - - - - 7% 7% 0.11 0.44 0.46 0.40 0.40

S5 - 30% 30% - - - - - 21% 21% 0.11 0.34 0.36 0.45 0.45

S6 - 50% 50% - - - - - 35% 35% 0.11 0.24 0.25 0.51 0.51

漁獲係数
漁獲

シナリオ

削減率 平均増加率
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表 3. 漁獲管理規則案（β＝0.95）に基づく各シナリオのパフォーマンス評価 

 

 
※AAV（annual average variation）は漁獲量の増減を考慮した変動の大きさを表す指標。ADR（average depletion ratio）と MDR（maximum 
depletion ratio）は前年と比べて漁獲量が減少した場合のみに注目した指標であり、管理期間中に漁獲量が減少した場合、その減少率の平均を取

ったものが ADR、最大値を取ったものが MDR である。MinC（minimum catch）は期間中の最低漁獲量である。 

 

目標達成
確率（%）

1年目
2～5年

目平均

6～10年

目平均
5年後 10年後

2024年
2025～

2028年

2029～

2033年
2029年 2034年

S0 8.3 11.3 12.9 23.4 23.9 75% 0% 0% 0% 8.7% 9.5% 21.5% 8.3

S1 8.3 11.5 13.2 24.0 24.4 82% 0% 0% 0% 9.0% 9.5% 21.5% 8.3

S2 8.3 12.0 13.8 25.1 25.4 91% 0% 0% 0% 9.5% 9.5% 21.5% 8.3

S3 8.3 12.4 14.5 26.2 26.3 95% 0% 0% 0% 10.1% 9.5% 21.5% 8.3

S4 8.3 11.7 13.4 24.7 24.9 88% 0% 0% 0% 9.2% 9.4% 21.5% 8.3

S5 8.3 12.5 14.4 27.7 27.1 97% 0% 0% 0% 10.1% 9.3% 21.5% 8.3

S6 8.3 13.4 15.4 31.0 29.2 99% 0% 0% 0% 11.3% 9.2% 21.5% 8.3

シ
ナ
リ
オ

予測平均
漁獲量（万トン）

予測平均
親魚量（万トン）

リスク（10年間に

1度でも起きる確率）

管理期間10年間（2024～2033年）で

予測される漁獲量の変動

親魚量
が限界
管理基
準値案

を下回る

親魚量
が禁漁
水準案

を下回る

10年後に

親魚量が
SBmsyを

上回る
確率

漁獲量
が半減
する

平均
年変動
AAV※

平均
減少率
ADR※

最大
減少率
MDR※

最低
漁獲量
（万トン）
MinC※
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補足資料 

 

 

補足図 1. 漁獲管理規則案（β＝0.95）に基づく各シナリオにおける管理開始 10 年後（2034 年）までの年齢別漁獲量の推移 
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補足図 2. 漁獲管理規則案（β＝0.95）に基づく各シナリオにおける管理開始 10 年後（2034 年）までの年齢別資源量の推移 
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補足表 8.  調整係数 β を 0.7～1.0 の範囲にて 0.05 刻みで変化させた場合の S0～S6 のパフォーマンス評価 

 

 
  

目標達成
確率（%）

1年目
2～5年

目平均

6～10年

目平均
5年後 10年後

2024年
2025～

2028年

2029～

2033年
2029年 2034年

S0 1.00 8.6 11.4 12.9 21.5 22.3 48% 0.0% 0.0% 0.0% 7.9% 8.5% 18.4% 8.6

S0 0.95 8.3 11.3 12.9 23.4 23.9 75% 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 9.5% 21.5% 8.3

S0 0.90 7.9 11.3 12.8 25.5 25.4 92% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5% 10.3% 24.7% 7.9

S0 0.85 7.6 11.2 12.7 27.6 27.0 97% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3% 11.1% 28.0% 7.6

S0 0.80 7.2 11.1 12.4 29.9 28.5 100% 0.0% 0.0% 0.0% 11.2% 11.8% 31.4% 7.2

S0 0.75 6.9 10.9 12.1 32.3 30.1 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.0% 12.5% 34.9% 6.9

S0 0.70 6.5 10.7 11.7 34.8 31.6 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.9% 13.0% 38.5% 6.5

S1 1.00 8.6 11.6 13.2 22.0 22.8 58% 0.0% 0.0% 0.0% 8.2% 8.6% 18.4% 8.6

S1 0.95 8.3 11.5 13.2 24.0 24.4 82% 0.0% 0.0% 0.0% 9.0% 9.5% 21.5% 8.3

S1 0.90 7.9 11.5 13.1 26.0 25.9 94% 0.0% 0.0% 0.0% 9.8% 10.3% 24.7% 7.9

S1 0.85 7.6 11.4 12.9 28.2 27.4 99% 0.0% 0.0% 0.0% 10.6% 11.1% 28.0% 7.6

S1 0.80 7.2 11.3 12.6 30.5 29.0 100% 0.0% 0.0% 0.0% 11.4% 11.8% 31.4% 7.2

S1 0.75 6.9 11.1 12.3 32.9 30.5 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.3% 12.5% 34.9% 6.9

S1 0.70 6.5 10.8 11.8 35.5 32.0 100% 0.0% 0.0% 0.0% 13.2% 13.0% 38.5% 6.5

管理期間10年間（2024～2033年）で

予測される漁獲量の変動

10年後に

親魚量が
SBmsyを

上回る
確率

親魚量
が限界
管理基
準値案

を下回る

親魚量
が禁漁
水準案

を下回る

漁獲量
が半減
する

平均
年変動
AAV※

平均
減少率
ADR※

最大
減少率
MDR※

最低
漁獲量
（万トン）
MinC※

β

シ
ナ
リ
オ

予測平均
漁獲量（万トン）

予測平均
親魚量（万トン）

リスク（10年間に

1度でも起きる確率）
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補足表 8. つづき 

 

 
  

目標達成
確率（%）

1年目
2～5年

目平均

6～10年

目平均
5年後 10年後

2024年
2025～

2028年

2029～

2033年
2029年 2034年

S2 1.00 8.6 12.0 13.9 23.0 23.8 74% 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 8.7% 18.4% 8.6

S2 0.95 8.3 12.0 13.8 25.1 25.4 91% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5% 9.5% 21.5% 8.3

S2 0.90 7.9 11.9 13.7 27.2 26.8 97% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3% 10.3% 24.7% 7.9

S2 0.85 7.6 11.8 13.4 29.4 28.3 99% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 11.0% 28.0% 7.6

S2 0.80 7.2 11.6 13.0 31.8 29.8 100% 0.0% 0.0% 0.0% 11.9% 11.7% 31.4% 7.2

S2 0.75 6.9 11.4 12.6 34.3 31.2 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.8% 12.4% 34.9% 6.9

S2 0.70 6.5 11.1 12.1 36.9 32.7 100% 0.0% 0.0% 0.0% 13.7% 13.0% 38.5% 6.5

S3 1.00 8.6 12.4 14.7 24.1 24.9 86% 0.0% 0.0% 0.0% 9.3% 8.7% 18.4% 8.6

S3 0.95 8.3 12.4 14.5 26.2 26.3 95% 0.0% 0.0% 0.0% 10.1% 9.5% 21.5% 8.3

S3 0.90 7.9 12.3 14.2 28.4 27.8 98% 0.0% 0.0% 0.0% 10.8% 10.3% 24.7% 7.9

S3 0.85 7.6 12.2 13.9 30.7 29.2 100% 0.0% 0.0% 0.0% 11.6% 11.0% 28.0% 7.6

S3 0.80 7.2 12.0 13.5 33.2 30.6 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 11.7% 31.4% 7.2

S3 0.75 6.9 11.7 13.0 35.8 32.0 100% 0.0% 0.0% 0.0% 13.3% 12.4% 34.9% 6.9

S3 0.70 6.5 11.4 12.5 38.5 33.4 100% 0.0% 0.0% 0.0% 14.2% 13.0% 38.5% 6.5

最大
減少率
MDR※

最低
漁獲量
（万トン）
MinC※

シ
ナ
リ
オ

β

予測平均
漁獲量（万トン）

予測平均
親魚量（万トン）

リスク（10年間に

1度でも起きる確率）

管理期間10年間（2024～2033年）で

予測される漁獲量の変動

10年後に

親魚量が
SBmsyを

上回る
確率

親魚量
が限界
管理基
準値案

を下回る

親魚量
が禁漁
水準案

を下回る

漁獲量
が半減
する

平均
年変動
AAV※

平均
減少率
ADR※
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補足表 8. つづき 

 

 
  

目標達成
確率（%）

1年目
2～5年

目平均

6～10年

目平均
5年後 10年後

2024年
2025～

2028年

2029～

2033年
2029年 2034年

S4 1.00 8.6 11.8 13.5 22.8 23.4 68% 0.0% 0.0% 0.0% 8.4% 8.5% 18.4% 8.6

S4 0.95 8.3 11.7 13.4 24.7 24.9 88% 0.0% 0.0% 0.0% 9.2% 9.4% 21.5% 8.3

S4 0.90 7.9 11.7 13.3 26.8 26.4 96% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.2% 24.7% 7.9

S4 0.85 7.6 11.6 13.0 29.0 27.9 99% 0.0% 0.0% 0.0% 10.8% 11.0% 28.0% 7.6

S4 0.80 7.2 11.4 12.7 31.3 29.4 100% 0.0% 0.0% 0.0% 11.6% 11.7% 31.4% 7.2

S4 0.75 6.9 11.2 12.4 33.7 30.9 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 12.4% 34.9% 6.9

S4 0.70 6.5 10.9 11.9 36.3 32.4 100% 0.0% 0.0% 0.0% 13.4% 12.9% 38.5% 6.5

S5 1.00 8.6 12.6 14.6 25.6 25.7 93% 0.0% 0.0% 0.0% 9.4% 8.5% 18.4% 8.6

S5 0.95 8.3 12.5 14.4 27.7 27.1 97% 0.0% 0.0% 0.0% 10.1% 9.3% 21.5% 8.3

S5 0.90 7.9 12.4 14.2 29.8 28.5 99% 0.0% 0.0% 0.0% 10.9% 10.0% 24.7% 7.9

S5 0.85 7.6 12.3 13.8 32.1 29.8 100% 0.0% 0.0% 0.0% 11.7% 10.8% 28.0% 7.6

S5 0.80 7.2 12.1 13.4 34.4 31.2 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.6% 11.4% 31.4% 7.2

S5 0.75 6.9 11.8 12.9 36.9 32.6 100% 0.0% 0.0% 0.0% 13.4% 12.2% 34.9% 6.9

S5 0.70 6.5 11.5 12.4 39.5 34.0 100% 0.0% 0.0% 0.0% 14.4% 12.9% 38.5% 6.5

平均
年変動
AAV※

平均
減少率
ADR※

10年後に

親魚量が
SBmsyを

上回る
確率

親魚量
が限界
管理基
準値案

を下回る

親魚量
が禁漁
水準案

を下回る

漁獲量
が半減
する

最大
減少率
MDR※

最低
漁獲量
（万トン）
MinC※

シ
ナ
リ
オ

β

予測平均
漁獲量（万トン）

予測平均
親魚量（万トン）

リスク（10年間に

1度でも起きる確率）

管理期間10年間（2024～2033年）で

予測される漁獲量の変動
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補足表 8. つづき 

 

 
※AAV（annual average variation）は漁獲量の増減を考慮した変動の大きさを表す指標。ADR（average depletion ratio）と MDR（maximum 
depletion ratio）は前年と比べて漁獲量が減少した場合のみに注目した指標であり、管理期間中に漁獲量が減少した場合、その減少率の平均を取

ったものが ADR、最大値を取ったものが MDR である。MinC（minimum catch）は期間中の最低漁獲量である。 
 

目標達成
確率（%）

1年目
2～5年

目平均

6～10年

目平均
5年後 10年後

2024年
2025～

2028年

2029～

2033年
2029年 2034年

S6 1.00 8.6 13.6 15.8 28.9 28.0 98% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 8.4% 18.4% 8.6

S6 0.95 8.3 13.4 15.4 31.0 29.2 99% 0.0% 0.0% 0.0% 11.3% 9.2% 21.5% 8.3

S6 0.90 7.9 13.3 15.0 33.3 30.4 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.0% 9.9% 24.7% 7.9

S6 0.85 7.6 13.1 14.5 35.6 31.6 100% 0.0% 0.0% 0.0% 12.8% 10.6% 28.0% 7.6

S6 0.80 7.2 12.8 14.0 38.0 32.9 100% 0.0% 0.0% 0.0% 13.7% 11.5% 31.4% 7.2

S6 0.75 6.9 12.5 13.4 40.5 34.2 100% 0.0% 0.0% 0.0% 14.6% 12.3% 34.9% 6.9

S6 0.70 6.5 12.1 12.8 43.1 35.5 100% 0.0% 0.0% 0.0% 15.5% 13.1% 38.5% 6.5

シ
ナ
リ
オ

β

予測平均
漁獲量（万トン）

予測平均
親魚量（万トン）

リスク（10年間に

1度でも起きる確率）

管理期間10年間（2024～2033年）で

予測される漁獲量の変動

10年後に

親魚量が
SBmsyを

上回る
確率

最大
減少率
MDR※

最低
漁獲量
（万トン）
MinC※

親魚量
が限界
管理基
準値案

を下回る

親魚量
が禁漁
水準案

を下回る

漁獲量
が半減
する

平均
年変動
AAV※

平均
減少率
ADR※
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（水産庁からの検討依頼文書） 

 

国立研究開発法人水産研究・教育機構  

水産資源研究所 調査・評価部会長 福若雅章 様 

 

水産庁漁場資源課沿岸資源班長 

 

ブリの若齢魚を獲り控えた場合の資源評価上の試算等についてのお願い 

 

 ブリの資源評価について、以下の条件での試算および水産庁主催の会合等に

おけるご説明をお願いいたします。 

   

１．令和５年度資源評価のβ=0.95 とした場合の漁獲管理規則案に基づく将来

予測において、2024 年以降に若齢魚を獲り控える漁獲管理を継続して行った場

合の将来予測と管理上のリスク評価を行っていただきたい。具体的な試算の条

件は以下の通りとする。 

 

２．若齢魚獲り控えのパターンは以下の 6 通りとする。 

パターン 1～3：0 歳魚後期の漁獲圧を 10％、30％、50％削減 

パターン 4～6：0 歳魚後期及び１歳魚の漁獲圧をそれぞれ 10％、30％、50％削

減 

 

３．高齢魚の漁獲圧は、各パターンで予測される資源量に漁獲管理規則案を適

用したときに計算される漁獲量に合うように調整する。 

 

４．２，３の条件を満たすために若齢魚以外の漁獲圧を調整するが、0 歳魚

（モジャコ期）は含めない。 

 

以  上 


